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第６回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和３年３月２日 
資料４ 

アンケート調査表(案) ※アンケートは設問１～設問３まであります。 

設問１ 大田区全体のまちづくりについて、お伺いします。 

 

 

大田区全体のまちづくりの満足度について、 

項目毎に当てはまるものに☑(チェック) 

をつけてください。 

か
な
り
満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

満
足
し
て
い
な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な
い 

 
活力・国際性 
について 

区全体が国際的で多彩な文化を体験できる      

人が集まる交流・滞在空間が充実している      

区内の事業者が地域の産業を活発にして、
魅力を発信している 

     

大田区内外への移動が便利である      

来訪者が大田区内を巡って魅力を楽しめる      

 
暮らしやすさ 
・生活の質 
について 

住む場所と働く場所がバランス良くある      

幅広い年代の人が暮らしやすく、生活に必
要な施設がある 

     

商店街に人が集まりにぎわっている      

良好なまちなみ・景色が整っている      

身近な場所で水や緑にふれあい楽しめる      

快適で歩きやすい歩道がある      

区内を移動するための公共交通が充実して
いる 
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第６回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和３年３月２日 
資料４ 

 

大田区全体のまちづくりの満足度について、 

項目毎に当てはまるものに☑(チェック) 

をつけてください。 

か
な
り
満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

満
足
し
て
い
な
い 

全
く
満
足
し
て
い
な
い 

 
安全・安心 
について 

風水害・土砂災害への対策がしっかりして
いる 

     

災害時の危険性が高い木造住宅の密集が改
善されている 

     

道路幅が広く災害時に確実に救助や避難で
きるように整備されている 

     

地域の防災・防犯活動がしっかりされてい
る 

     

災害時に公園や緑地、河川を柔軟に活用で
きるようになっている 

     

 
環境配慮 
について 

歩行者や自転車を主体とした環境にやさし
い移動ができる 

     

建物や緑化などから低炭素化がなされてい
る 

     

公園や緑地、河川の豊かな水と緑が守られ
ている 
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第６回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和３年３月２日 
資料４ 

設問２ お住まいの地域のまちづくりの方向性について、お伺いします。 

 

 

お住まいの地域のこれからのまちづくりの各取

組みに対する重要度について 

取組み毎に当てはまるものに☑(チェック) 

をつけてください。 

か
な
り
重
要
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

重
要
で
は
な
い 

全
く
重
要
で
は
な
い 

 

【国際都市おお

たの発展】 

（魅力ある地域

づくり） 

 

 

 

 観光 

 外客誘致 

 産業 

 広域交通・

連携 

来訪者を惹きつける駅周辺などのにぎわいの創

出（駅周辺の産業や商業の集積、ユニバーサル

デザインの空間づくり、既存の公園緑地等を活

かしたイベント開催など） 

     

歴史文化資源や自然環境、地域資源を観光資源

として活用した回遊性の向上（歴史的施設や公

園、商店街、ものづくり産業、イベントなど） 

 

     

観光に資する交通環境の整備（乗換利便性の向

上や駐車場の整備など） 
     

産学官民連携のまちづくり推進（商店街や工場、

交通事業者、大学など） 
     

職住近接を主眼とした働く場の創出（サテライ

トオフィスの誘致や工場などの地場産業の振興

など） 

 
 

   

多文化が共生するまちづくりの推進（外国人の

居住促進、宿泊施設や多言語対応の充実など） 
     

利便性や快適性向上に向けた、AI や IoT、ビッ

クデータなどの最新技術を活用したまちづくり 
     

駅周辺や商店街における生活の拠点としての利

便性向上（福祉、医療、子育て等の機能集積や、

公共施設の充実など） 

     

 

【暮らしやすさ

と地域力の展

開】 

（暮らしを支え

る環境づくり） 

 

 

 

 

車両交通の円滑化（都市計画道路整備や、道路

の立体交差化、踏切道解消など） 
     

快適な歩行空間や自転車走行環境の確保（道路

の拡幅や無電柱化、公共空間の有効利用など） 
     

公共交通の利便性の向上（バスサービス等充実

や駅前広場の整備・改善など） 
     

地域のまちづくりへの参加機会の創出（エリア

マネジメントなど） 
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第６回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和３年３月２日 
資料４ 

お住まいの地域のこれからのまちづくりの各取

組みに対する重要度について 

取組み毎に当てはまるものに☑(チェック) 

をつけてください。 

か
な
り
重
要
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

重
要
で
は
な
い 

全
く
重
要
で
は
な
い 

 住環境 

 まちなみ 

 地域交通 

 生活 

地域特性に応じた市街地の形成（良好な住宅地

の保全や住宅と工場の共存調和など地域の意向

を尊重したルールづくりなど） 

 

     

駅周辺の高密度な商業・業務機能と都市型住宅

の調和 
     

地域の個性や歴史を活かしたまちなみ・景観

づくり 
     

 
【安全・安心な
生活の実現】 

（安心して暮ら

せる市街地づく

り） 

 

 

 震災対策 

 風水害対策 

崖地の安全対策や木造住宅密集地域における

対策の推進（建築物の不燃化耐震化、緊急車

両が通行可能な道路の確保など） 

 

  
 

  

駅周辺などの大規模な建物更新を契機とした

防災性の向上 
     

避難場所や安全な避難経路の確保 
 

    

災害時やその後の復興時も助け合える組織づ

くり 
     

災害時でも利用できるエネルギーの確保（地

域で独立したエネルギーシステムの構築や蓄

電池等の導入など） 

 

     

浸水想定地域の水害対策（多摩川の堤防整備、

雨水貯留施設や浸透施設など） 

 

     

 
【地球に優し
い環境の創出】 

（潤いのある地

域づくり） 
 
 
 

水辺やみどり、歴史、文化と親しめる憩いの

場の整備（水辺の散策路の整備など） 

     

河川沿いや公園などの貴重な緑環境の保全      

まちなみの身近な緑の保全・創出      
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第６回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和３年３月２日 
資料４ 

お住まいの地域のこれからのまちづくりの各取

組みに対する重要度について 

取組み毎に当てはまるものに☑(チェック) 

をつけてください。 

か
な
り
重
要
で
あ
る 

重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

重
要
で
は
な
い 

全
く
重
要
で
は
な
い 

 緑 

 水 

 低炭素 

 ヒートアイ

ランド対策 

 

公園緑地のさらなる利用促進（パークマネジメ

ントの導入など） 
     

環境性能に優れた建築物等への誘導      

環境性能が高い交通手段の利用促進      
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第６回都市計画に関する基本的な方針等改定推進委員会 

令和３年３月２日 
資料４ 

 

設問３ その他、まちづくりに関するご意見がございましたら、 

自由にお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、ご自身についてお伺いします。当てはまるものに 〇(丸)をつけてください。 

 

１．あなたの年齢は次のうちどれにあたりますか。 

 

１．１０代     ２．２０代     ３．３０代     ４．４０代 

５．５０代     ６．６０代     ７．７０代以上  

 

２．あなたのご職業は次のうちどれにあたりますか。 

 

１．自営業   ２．会社員・公務員   ３．会社役員    

４．アルバイト・パートタイマー   ５．専業主婦（夫）   ６．学生    

７．無職   ８．その他（          ） 

 

３．あなたの通勤・通学地は次のうちどれにあたりますか。 

 

１．大田区外へ通勤・通学・自営    ２．大田区内（自宅外）へ通勤・通学・自営 

３．大田区内（自宅）での自営等    ４．その他 

 

４．あなたのお住まいを教えてください。 

 

１．大田区内：町名（      ）（   ）丁目  例：池上 1 丁目  

２．大田区外 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

◇ 都市計画マスタープランの改定についてのお問い合わせは下記までご連絡ください。 

大田区 まちづくり推進部 都市計画課 

 TEL：  03-5744-1333    E-mail：machi@city.ota.tokyo.jp 

 


